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特別企画

ジュニパーネットワークスが示すクラウド時代の
シンプルなデータセンター構築のポイント

てしまう。

図１に多くのスイッチ、ルータ、

セキュリティ機器、ストレージが複

雑に絡み合っている一例を示すが、

多くの企業のデータセンターが、程

度の差はあれこのような構成を基本

としているのが実情だ。多数のネッ

トワーク機器やOSが存在し、レイ

ヤ構造も何層にもわたっているた

め、管理対象の増加に起因する次の

ような課題が生じてしまう。

・コストや運用負荷の増大：データ

センター全体における機器の増加

は、導入コストだけでなく各種ラ

イセンスの更新料の膨大化、消費

電力の増加、運用負荷の増大を招

く要因となる。

・信頼性や可用性への課題：複雑化

した環境の運用では、トラブル時

の原因切り分けに時間がかかり、

障害からの早期復旧が難しく、運

用管理の負担も増大してしまう。

・拡張性への課題：現状が把握でき

ないほど複雑化しがちな環境のた

め、新たな機能を加えるための拡

張にも不安が伴う。

・ネットワーク複雑化による遅延問

題の発生：ネットワークに多くの

機器を用いることで複雑化による

ボトルネックとなる部分が発生し

ていまい、ネットワーク全体のパ

フォーマンスを著しく低下させて

しまうこともある。

以上のような課題は、低コストで

スピーディにかつセキュアにICTの

利用環境を実現するというクラウド

変革への迅速な対応、設備投資／

運用コストを含めたTCO（総所有

コスト）の削減、省エネルギー等々、

企業を取り巻くICTシステムに関す

る課題解決ニーズの増大と、仮想化

技術やネットワークの高速化・処理

能力の向上などの技術革新とが相俟

って、ICTインフラやソフトウェア

をサービスとして利用するクラウド

コンピューティングが脚光を浴びて

いる。特に最近では、クラウドに自

社のデータを預けることの不安感

や、基幹業務に対するサービス・レ

ベル保証（SLA）の点から、クラウ

ドの仕組みを上手く取り込んだ企業

向けのプライベートクラウドの構築

ニーズが急激に高まっている。

しかし、業務の拡大・高度化に合

わせ段階的に拡張してきたデータセ

ンターでは、サーバやセキュリティ

対応機器、多数のネットワーク機器

が複雑な構成で絡み合っているケー

スも多く、そのままではコンピュー

タ・リソース（資源）をネットワー

クを介して、必要な時に必要な分だ

け安心・安全に、安定した品質で利

用できるというクラウド導入のメリ

ットを充分に活かせないことになっ

クラウド時代の到来により、数多くのICT関連機器を収容したデータセンターのイノベーションが不可欠となって
いる。高いセキュリティレベルを保持しながら変化に柔軟に対応するために、低コストで低遅延かつ消費電力削減
を指向したグリーンなデータセンターの構築が求められている。ここでは、クラウド時代のシンプルなデータセン
ターを実現するためにキーとなるジュニパーネットワークスのテクノロジーについて紹介する。
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・多数のネットワーク機器 
  とレイヤー構造 
・多数の管理OSが存在 

その結果… 

・運用コスト/運用負荷増大 
・セキュリティ 
・拡張性への課題 
・遅延問題 

図1 多くの機器がデータセンターを複雑化
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の本質的な価値を損なうことにつな

がる。そこで、必要となるのが“ク

ラウドを見据えたシンプルなデータ

センター”の構築だ。

ジュニパーネットワークスは、シ

ンプルなデータセンターを構築する

ための具体的な解決策として、統一

的にJunos OSを採用した製品群を

データセンター向け製品として提供

している（図２）。

①セキュリティアプライアンスの統

合と仮想化

従来、ファイアウォール、IPSな

ど異なる機器を組み合わせて行って

いたセキュリティ対策を、１つのデ

バイス（SRXシリーズ）に統合。

スイッチング、ルーティング、セキ

ュリティの各サービスが1つのデバ

イスに統合されたことで、新しいア

プリケーションやサービスを経済的

に実現すると同時に、接続のセキュ

リティを強化。

②アクセスレイヤーの仮想化

高スループットのEthernetスイ

ッチであるEXシリーズに採用され

たバーチャル・シャーシ技術によ

り、複数のスイッチが1つの論理シ

ステムとして運用されるため、ネッ

トワークレイヤーに応じて機器を使

い分ける必要がなくなり、ネットワ

ークをシンプルにできる。

③コア＆アグリゲーションレイヤー

の統廃合

コアレイヤー、アグリゲーション

レイヤー、アクセスレイヤーを網羅

したスイッチ（EXシリーズ）によ

り、機能を統合しつつ簡素に

管理可能に。

④データセンター間の接続

ルータ機能とスイッチ機能

を集約したルータ（MXシリー

ズ）により、VPLS（Virtual

Private LAN Service）などを

使ってフロア間や離れたビル

間接続も可能に。

⑤運用管理の簡素化

以上の結果、データセンターにお

ける管理対象機器がシンプルな構成

で管理しやすくなる。さらに、すべ

てJunos OSが採用されているため、

統合的に運用できるようになる。

ジュニパーネットワークスのデー

タセンター機器を採用するメリット

は、単に構成が簡素化されることだ

けではない。統一的にJunos OSを

用いることで、親和性の高いネット

ワーク機器に必要な機能が集約さ

れ、運用管理負荷も、それらにかか

るコストも大幅に削減できるように

なる点にある。

しかも、Junos OS搭載機器の共

通した特長として、個々の機器が高

いスループットであることから、ネ

ットワーク内でのデータの遅延の不

安もあわせて解消される。

このように、データセンターのシ

ンプル化によるメリットは、データ

センターの全体最適化を図り、高い

セキュリティレベルとパフォーマン

スを維持しつつ、複雑化に起因する

運用管理の負担を軽減できる点だ。

加えて、過剰な設備投資を防ぐとと

もに、障害発生時のリスクを極小化

できることにあるといえよう。
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図2 ジュニパーによるシンプルネットワーク

写真　データセンターのシンプル化を
実現するジュニパーの製品例
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